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３） 実物大道路ボックスカルバートのレベル 2 地震の耐震性能評価を行った結果、躯体部に
ついては、せん断耐力を確保することさえできれば、常時設計で決定される構造諸元で
L2 地震に対する安全性を確保できることを明らかにした。ボックスカルバート直上の盛
土道路部についても本解析による耐震性能評価の結果、簡易な復旧さえすれば通行できる
程度の損傷程度であり、安全性を失うような大きな損傷状態に至らないことを明らかにし
た。ボックスカルバート目地部の目開きの挙動を再現しきれていないという課題点を考慮
しても、ボックスカルバート躯体部のレベル２地震に対する耐震設計は省略できることを
本研究で導き出した。 
４） 本研究による動的解析の結果から、既往の研究で提案されている簡易設計手法の精度向
上を図ることができる新たな手法を開発した。当該手法は道路ボックスカルバートへの適
用性を検証した手法であり、道路ボックスカルバートの耐震設計手法として実務面で活用
できる耐震設計手法となり得る。 
 
以上、本論文は、道路ボックスカルバートの地震時の力学挙動を明らかにするとともに耐震設
計法を提案し、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工
学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３０年７月３０日、論文内容
とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満
たしていることを確認し、合格と認めた。 
  
 
 
